平成２７年度鶴岡市水産振興協議会　会議録
○日　時　平成２７年１１月５日（木）午前１０時
○会　場　由良コミュニティセンター
○委員出席者　鶴岡市水産振興協議会委員１２名
○市側出席者　事務局８名

（午前１０時　開会）

１　開会

２　あいさつ
（農林水産部長）
　日頃より本市水産業の発展にご尽力を賜り、また本日はお忙しいところ、水産振興協議会にご出席いただきありがとうございます。
今後、鶴岡市の水産振興・地域経済の向上を図っていくために、少量多品目という特徴を活かしながら、地元での消費拡大をポイントとして取り組んでいきたいと考えております。また、東京オリンピックに向けて観光客を誘致し、消費してもらうことで地域経済活性化の効果があると思っております。皆さんのお知恵をいただきながら進めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。
　
（会長）
　鶴岡市水産振興協議会の開催にあたり、一言、ごあいさつを申し上げます。構成員のみなさまには、本県水産業の振興にひとかたならぬご尽力いただき感謝申し上げます。さて、水産業を取り巻く環境は、漁業支援の減少、魚価安、漁業者の減少と、依然として厳しさを増しております。さらにＴＰＰ大筋合意による関税撤廃の影響が明らかになり、水産業への影響は図りきれないものと思います。こうしたなかで、水産業に携わる私どもといたしましては、鶴岡市の水産業振興に対する積極的な取り組みには常日頃大変感謝申し上げるところであります。持続できる漁業を構築するためにも栽培漁業、復職復旧、後継者対策、漁業整備と今後の問題は山積しておりますが、漁業振興のために変わらぬご支援をお願いいたしまして、私のあいさつとさせていただきます。本日はまことにご苦労様です。
３　報告
　平成２７年度事業中間報告
１．市の魚の制定について
２．全国豊かな海づくり大会一年前プレイベントについて

３．市、県事業の工事進捗状況について

４．産地水産業強化支援事業について
「資料」を用いて、事務局から報告。
（会長）
　ただいまの事務局からの報告を踏まえ、各委員からのご意見を頂きたい。
（会長）
全国豊かな海づくり大会～富山～で、放流行事の視察に初めて参加したが、その時の印象では、放流事業は地元の射水市が担っているような印象を受けた。ここからは要望だが、来年度の山形県開催時において、市と県どちらが主体となって行っていくのか決めて教えてほしい。
（事務局）

現在は、県が主体となって事業を実施している。富山大会の放流事業では、射水市職員が先導や会場整理等を行っていたが、事業の計画や実施については県が主体となってやっている。その役割の中で先導役等について、射水市が行っていた。

現段階では、鶴岡市には県の実行委員のほうからは動員の予定人数についてお願いしたいというところまで来ている。ただ、役割分担については、来年度の春までに示したいということなので、今後、県と市の役割分担を明確にするために、抜かりのない形で話し合いをして決めていきたいと思う。
（会長）
例えば、船に掲げる横断幕のような細かい内容についても話し合いを行って決めていかないといけないのではないか。

（事務局）

パレードのところで、大漁旗をどのような感じにするのかというのは、今後実行委員会のほうで、パレードに参加する皆さんと直接打合せをしていくことになると思う。
（委員）
警備の関係やスケジュールの関係等様々な課題があると思うが、天皇皇后両陛下が通る大会当日の酒田-鼠ヶ関間のルートとして、海岸線を通ってほしいという要望が各漁村から挙がっている。難しいことは分かっているが、各漁村を回るルートで地元の人達で賑やかにして迎えたい。
（事務局）
各集落から歓迎をしたいと要望があるが、警備の面でルートについては直前にならないと示されない状況である。
また、歓迎場所についてだが、富山大会では各町内会で場所と時間が決められていたことから来年度の山形大会においても同じ状況になると思う。
現段階では、各集落からこの機会に来てもらいたいと意向を持っていることを県に伝えるしかないが、ルートが定められたら県の方から場所・時間等の話があると思う。

（委員）
すくなくとも、海のイベントで来るわけなので、是非海岸線のルートを通って、鼠ヶ関だけでなく各漁村を通ってほしい。

（事務局）

我々も、お願いする立場であり、どこまでできるかはわからないが、今後検討委員会が何度か開催されるので、その場で県に伝える。
（委員）
　海づくり大会について、市民に浸透していない面が多い感じを受ける。当局が１年前プレイベントを行って、どのような反省点を踏まえて、どのような課題が挙がったかは分からないが、どうしてあんなに人が集まらなかったのか疑問。一大イベントの予行練習として、かなりの宣伝はしたと思うが、プレイベントは３０００人くらいだったと聞いている。たとえば、鼠ヶ関大漁端フェスティバルは、魚の販売の面で違いはあるが、８０００人集まるイベント。プレイベントでは、漁業者が一体となってパレードに参加したようだが、地域の人々からの関心があまりないようだ。市民に海づくり大会がまだまだ全然伝わっていないのではないか。
（事務局）
１年前プレイベントの目的として、来年度本大会と同じ内容を行って、場所や時間、移動経路の確認を行うこと・本大会に向けてのＰＲがある。そのため、人を集めるということよりも当日の事業の流れを確認するということが重要だった。

そのため、我々としては３０００人も集まってもらったと考えるが、まだまだ周知が足りなかったとも感じている。
また、来年度の本大会に向けて海づくり大会のＰＲをしていかなければならいと感じると同時に、関連イベントにてＰＲしていくことが重要であると考える。市でも大産業まつりにて海づくりフェスタを開催したし、酒田市、三川町でもＰＲを行っている。山形県全体で盛り上げていかなければならない。
（会長）
私も、これまで様々なプレイベントに参加したが、プレイベントとしてはどこも似たような規模の開催であったと感じている。それよりも今後本大会に向けて、どのようにしていくかが重要だ。

（事務局）
　本大会では、全国から漁業関係者、水産関係者が招待客として訪れることになり、警備の関係上一般の方が会場の中に入れない状況である。そのため、一般の方が会場で賑わいを作り出すイメージではないが、地元の方が「こういう大会が開かれるんだ」「多くの方から来てもらうんだ」という認識が足りないとなれば、ＰＲをもっとしなければならないと思うので、今後県と市で検討していきたい。

（会長）

　市、県事業の工事進捗状況について報告があったが、了解してよろしいか。
（事務局）
　災害が発生してしまった場合は緊急工事を行うが、整備については、基本的に年次計画を定め、計画的に進めている。維持管理、浚渫等については、従来通りと考えている。
４　意見交換
　平成２８年度の水産振興について　

（委員）

栽培漁業センターで、トラフグについて事業を行うようになってきたが、他の魚種について活路を見いだせていない。栽培漁業センターを活用して、魚種を増やす、または漁獲量の増加を目指して県と市で対応してほしい。次期何か考えていることがあれば教えてほしい。
（委員）
栽培魚種の選定というのは、県、市町村、漁協が集まって、栽培の基本計画を策定して、決定している。今は、トラフグとイシガレイについて来年度まで事業を行う。トラフグに関しては漁獲金額が増加するなど、成果が出ている。まだ試験的な部分が多いので、次期基本計画でどう扱っていくか考える。イシガレイについては、ずいぶん前に事業を実施していたが、目が白くなることや奇形種が多く生まれるなど問題が多かった。これは、当時の技術に問題があったのではないかということで、現在事業として行っているが、目が白くなってしまう現象が収まらず、今後１年で解決していきたい。そのためイシガレイについての結論は待ってもらいたい。
（委員）
他の魚種についての案はないか。

（委員）
温暖化が進んでいるため、今後これに対応できる魚を候補に挙げていっても良いと考えている。

（委員）
岩ガキについて、県でも市でも養殖場を作っているが、岩ガキを獲り終った養殖場について今後どう活用するか考えはあるか。
（委員）
今現在、県で漁場を再生する事業を行っている。付着基盤をきれいにすれば、岩ガキが付着することがわかっているが、コストを下げることが重要であり、今のところ簡単な方法としては、漁船からチェーン引きにてきれいにする方法が挙げられる。だが、非常に複雑な地形なところではむずかししい部分があるため、今後どうすべきか考える必要がある。

新しい基盤を入れる→イワガキ養殖→イワガキ獲る→獲り終った基盤をきれいにする→イワガキ養殖というようなサイクルを確立し、安定的な資源の供給につなげたい。ただし、このようなサイクルを確立するためには、地元漁業者の協力が必要であると考えている。

（事務局）
漁業者にお願いだが、一回獲って終わりという考えではなく、漁場を循環させていくという考えで行ってほしい。毎年同じ量が獲れるという仕組みづくりをしてほしい。
（委員）
今のところ、再生がおぼつかないと感じる。しっかり５年後に再生できるという実証がほしい。

（事務局）
由良において実証結果がある。ただし、きれいな基盤でないとしっかり付着しないので、きれいに保っていくことが重要。手間はかかるが、漁業者と行政が一緒になって仕組みづくりを行いたい。

（委員）
コンクリートの基盤を天然の岩場に入れてしまうと、自然が壊れていく感じがするが。

（事務局）
行政独自の判断で入れているのではなくて、地元の漁業者の方と場所を選定して実施している。

（委員）
赤川漁協では、長年増殖事業に取り組んできたが、毎年減少傾向があるため増殖方法の見直しを実施しなければならない状況である。

サクラマスについても、稚魚の放流、鮮魚の増殖等様々な方法を試しながら、毎年相当数の増殖を行ってきたが、成果が上がらない。

その原因は、河川の環境の悪化だと考える。環境改善を行うために、赤川漁協で川に重機を入れて河床、産卵床等を造り直したいと考えているが、管理者である国からの許可がおりない状況である。そのため、県、市、漁協が一体となって今後活動していきたい。
（事務局）
県の魚サクラマスが幻の魚にならないように県、市も一体となって働きかけたい。

（会長）
各委員の方から、様々な意見がありましたが、事務局は意見を参考にして、来年度の水産振興事業を進めるようにお願いしたい。

５　その他
　水揚優秀船表彰の表彰基準について

事務局から報告
（委員）
基準案を見ましたが、今後見直すべきではないか。例えば、表彰基準の金額は動かさないで、基準を超えた船すべてを表彰しても良いのではないか。

（事務局）
鶴岡市の基準は、県漁協の基準に沿って決めているが、来年の表彰に間に合うように県漁協と検討し、定めていきたい。
（午前１１時３０分　閉会）
